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広 報 町民いこいの日

米国空軍太平洋音楽隊ロックコンサート
６月６日（火）１８：００開場　１８：３０開演

北部航空音楽隊演奏会
６月２２日（木）１８：００開場　１８：３０開演
町立公民館　2６２－７９７６

めざせ！ なでしこジャパン
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◆主な内容◆

・五戸地区消防団連合観閲式　　　　　　 ㈪

・五戸町教育大会　　　　　　　　　　　 ㈫

・転入・転出の校長先生　　　　　　　　 ㈬

・家族介護慰労事業・介護用品の給付について　 ㈭

・子育てメイト「夏の親子クラブ」のお知らせ　 ㈭

・五戸総合病院　６月の医師一覧　　　　　 ㈯

・児童手当制度拡大　　　　　　　　　　　 ㉀

・町民大学講座受講生募集　　　　　　　　 ㈷

・町民登山参加者募集　　　　　　　　　　 ㉃

・郷土探訪「村まつり  今と昔㈬倉石」　 　 ㈹

五戸地方子どもサッカー
大会で女子チーム健闘



w

ゴ ミ

運 動

０なしなし

み
ん
な
で
つ
く
る

清
潔
で
美
し
い
町

大
空
を
泳
ぐ 

こ
い
の
群
れ

大
空
を
泳
ぐ 

こ
い
の
群
れ

大
空
を
泳
ぐ 

こ
い
の
群
れ

　
上
市
川
地
区
の
桜
沼
公
園
で
は
、

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か
け

て
約
２
０
０
本
の
こ
い
の
ぼ
り
が

掲
げ
ら
れ
、
道
行
く
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
桜
沼
公
園
を

す
す
め
る
会
（
中
里
才
吉
会
長
）

な
ど
が
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
、

子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
使

わ
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
集

め
た
も
の
で
、
平
成
10
年
か
ら
毎

年
続
い
て
い
ま
す
。

　
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部
五

戸
地
区
消
防
団
（
川
h
七
保
地
区

長
）
の
連
合
観
閲
式
が
４
月
30
日

に
行
わ
れ
、
五
戸
町
と
新
郷
村
か

ら
参
加
し
た
約
６
５
０
人
の
団
員

が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
午
前
７
時
30
分
に
市

川
道
十
文
字
通
り
か
ら
栄
町
通
り

に
か
け
て
整
列
。
三
浦
正
名
町
長

の
観
閲
を
受
け
た
後
、
式
典
会
場

の
五
戸
小
学
校
ま
で
堂
々
の
分
列

行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、永
年
勤
続
者
や
功
労
者
な
ど

に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ポ
ン
プ
操
法

や
小
隊
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

女
性
団
員
が
寸
劇
を
通
し
て
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
五
戸
高
校
東
側
の
用

水
路
沿
い
で
、
呼
び
物
の
「
玉
落

し
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

さ
９
メ
ー
ト
ル
の
柱
に
結
び
付
け

ら
れ
た
玉
を
め
が
け
て
放
水
す
る

団
員
ら
に
、
大
勢
の
観
客
か
ら
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
12
回
目
と
な
る
ゴ
ミ
０

運
動
が
４
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
自
治
会
で
は
早
朝
か
ら
町

民
が
繰
り
出
し
、
道
路
に
落
ち
て

い
る
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　
今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
可
燃

ご
み
３
・
２
ト
ン
、
不
燃
ご
み

４
・
１
ト
ン
の
計
７
・
３
ト
ン
。

町
職
員
に
よ
っ
て
回
収
、
十
和
田

地
域
広
域
事
務
組
合
の
ご
み
処
理

施
設
に
搬
入
さ
れ
処
分
さ
れ
ま
し

た
。

士
気
高
く　

訓
練
の
成
果
を
披
露

士
気
高
く　

訓
練
の
成
果
を
披
露

五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

な
し

道路のごみを拾う参加者

桜沼公園のこいのぼり
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五 戸 町 教 育 大 会 －生きることは学ぶこと－
　
第
43
回
五
戸
町
教
育
大
会
が

４
月
27
日
、
町
立
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
教
育
関
係
者
ら
が
本
年
度

の
教
育
施
策
を
確
認
し
た
ほ
か
、

各
種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
竹
内
良
雄
教
育
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
a
橋

正
之
教
育
長
が
学
校
教
育
・
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
・

国
際
交
流
の
各
分
野
に
お
け
る
町

の
教
育
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
平
成
17
年
度
に
町
の

教
育
振
興
に
貢
献
し
た
団
体
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
と
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
分
野
で
功
績
を
挙
げ
た
個

人
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

感　謝　状 スポーツ功労賞

スポーツ賞

スポーツ奨励賞

文化功労賞

南 小 学 校

文　化　賞

文化奨励賞

竹内教育委員長から受賞者に
表彰状とメダルが贈られた

東北三吉工業株式会社
　代表取締役　田沢　英治

五戸町人材育成基金 金員を寄付

五戸町人材育成基金 金員を寄付

八戸信用金庫
　理事長　　　小野

久保　　正

川h　千尋 名久井農業高等学校

第56回青森県学校農業クラブ連盟
大会　最優秀賞
第56回日本学校農業クラブ連盟大
会　出場（優秀賞）

木村あかね 八戸聖ウルスラ学院
高等学校

第49回日本学生科学賞県審査会
最優秀賞
第49回日本学生科学賞中央審査
入選

五戸町文化協会

石沢少年駒踊指導員を26年間務め
ると共に、五戸地方芸能保存会会
長に就任するなど、町の芸能文化
の普及・発展に貢献した

村上　将矢 五 戸 小 学 校 デーリー東北児童生徒読書感想文
コンクール　青森県知事賞

久保田洋香
北上　仁美
下平　寧々
諏訪内里紗
中川原美稀
中川原美咲
太田　安紀
北上　彩花
佐藤　　恵
豊田　　愛
古川　静香

全日本小学校バンドフェスティバル
第24回青森県大会　金賞

久保　由佳
類家　　渉 石 沢 小 学 校

第22回伝統的工芸品月間図画・作
文コンクール　伝統工芸品月間推
進東北協議会委員長賞

山田　淳平 又 重 小 学 校 平成17年度ＮＨＫ全国俳句大会
ジュニアの部　特選

小村　眞央 五戸町文化協会 第29回日本ピアノコンクール出場
（入賞）

安藤　陽三 五戸剣道協会

五戸剣道協会の顧問、名誉会長を
歴任。剣誠旗争奪高等学校剣道
大会では大会長を務め、町の剣道
競技の振興に貢献した

松尾　三郎 五戸陸上競技協会

棒高跳び４年連続国体出場。指導
者としても活躍し、町体育指導委
員や郡陸上競技協会会長を務め、
地域のスポーツ振興に貢献した

関根　淳一 五戸町グラウンド
ゴルフ協会

第18回全国スポーツレクリエーショ
ン祭スポレクいわて2005　出場

熊谷　悠芸 三沢商業高等学校 第56回東北高等学校ラグビーフッ
トボール大会　優勝

高山　雄樹 十和田工業高等学校 第32回全国高等学校少林寺拳法大会
出場（第３位）

原　　尚義
橘　　竜斗
柿本　秀人

八戸西高等学校 平成17年度青森県高等学校春季
バスケットボール大会　優勝

清水　龍太 青森山田高等学校 全日本ジュニア柔道体重別選手権
大会東北予選会　優勝

鳥谷部駿介
中川原成哉 三本木農業高等学校 平成17年青森県高等学校ラグビー

フットボール新人大会　優勝

盛田　和也 八戸工業大学
第一高等学校

第58回青森県高等学校総合体育大会
ウエイトリフティング競技　優勝

川村　麻友 三本木高等学校 第58回青森県高等学校総合体育大会
なぎなた競技　優勝

見付　和恵
石田　亜美
松崎　愛璃
川村　杏奈
大西　美紀
川村　美幸
和田　祐香

五戸サッカー協会
第10回全日本女子ユース(Ｕ－15)
サッカー選手権大会青森県大会　
優勝

小笠原理沙
宮崎　佳純 〃 第58回青森県高等学校総合体育大会

サッカー競技　優勝

行　　枝理
田中　春奈

〃

第58回青森県高等学校総合体育大会
弓道競技　優勝　
平成17年度秋季県下高等学校弓道大会
優勝



r

　
平
成
元
年
度
ま
で
の
豊
間
内
小
学
校

勤
務
以
来
、
17
年
ぶ
り
の
五
戸
町
勤
務

と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
７
年
の
行
政

と
３
年
の
他
管
内
で
の
勤
務
を
通
し

て
、
17
年
前
よ
り
は
子
ど
も
を
多
面
的

に
捉
え
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
見
出
す

引
き
出
し
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と

自
負
も
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
サ
ッ
カ
ー
と
マ
ー
チ
ン
グ
と

い
う
輝
か
し
い
伝
統
を
誇
る
南
小
学
校

で
す
が
、
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
子
ど
も
に
様
々
な
体
験
を
さ
せ
、
一

人
一
人
の
持
つ
可
能
性
を
開
発
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
長
所
に
気
付
か
せ
、
自
信
を
持

た
せ
、
ど
の
子
も
生
き
生
き
と
自
己
を

発
露
し
な
が
ら
最
高
に
輝
か
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
教
育
の
町
を
標
榜
す
る
五
戸
町
へ
の

赴
任
は
、
教
頭
職
と
し
て
蛯
川
小
学
校

勤
務
以
来
、
三
年
ぶ
り
二
度
目
と
な
り

ま
し
た
。
懐
し
さ
と
共
に
、
新
た
な
職

責
の
緊
張
感
が
入
り
混
っ
た
心
境
で

す
。

　
さ
て
、
赴
任
地
の
中
市
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
第
一
印
象
は
、
「
と
て
も

素
直
で
あ
る
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

同
時
に
、
地
域
の
関
係
者
の
皆
様
の
教

育
に
期
待
す
る
意
識
の
強
さ
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
四
十
一
名
、
複

式
学
級
二
つ
を
有
す
る
小
規
模
校
で
す

が
、
何
よ
り
も
、
明
る
く
元
気
で
活
気

の
あ
る
学
校
を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
特
色
を
出

せ
る
よ
う
な
学
校
経
営
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
関
係
機
関
、
地
域
、
そ
の

他
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

南
小
学
校
大
好
き

　
南
小
学
校
在
職
の
三
年
間
は
公
私
に

わ
た
り
格
別
の
ご
指
導
・
ご
懇
情
を
賜

り
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
の
子
も
素
直
さ
と
純
真
さ
を
持
っ

て
い
た
南
の
子
ど
も
た
ち
。
ま
た
子
ど

も
や
学
校
の
た
め
な
ら
何
事
も
惜
し
ま

ず
人
情
味
溢
れ
る
保
護
者
や
地
域
の
ご

協
力
・
応
援
に
は
感
謝
の
一
語
に
尽
き

ま
す
。
諸
行
事
や
サ
ッ
カ
ー
、
マ
ー
チ

ン
グ
で
の
子
ど
も
た
ち
の
精
一
杯
の
頑

張
り
、
更
に
は
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ

合
い
の
日
々
は
充
実
の
三
年
間
で
し

た
。

　
一
月
に
山
形
交
響
楽
団
が
来
校
し
世

界
の
名
曲
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
皆
が
歌
っ
た

南
小
学
校
の
校
歌
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
果
樹
の
花
咲
き
乱
れ
る
「
紅
玉
の

里
」
、
倉
石
の
中
市
小
学
校
か
ら
五
戸
川

を
下
り
、
太
平
洋
に
注
ぐ
八
戸
市
市
川

の
「
イ
チ
ゴ
の
里
」
多
賀
小
学
校
に
赴

任
し
ま
し
た
。

　
中
市
小
学
校
は
、
小
規
模
校
な
が
ら

す
べ
て
の
子
が
主
役
で
し
た
。
勉
強
に

運
動
に
全
力
で
頑
張
る
、
素
直
で
明
る

い
子
供
た
ち
で
し
た
。
保
護
者
や
地
域

の
方
々
の
学
校
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い

と
い
う
伝
統
が
今
な
お
息
づ
い
て
お

り
、
地
域
の
知
恵
と
活
力
で
多
彩
な
教

育
活
動
が
展
開
で
き
ま
し
た
。

　
五
戸
町
と
の
合
併
と
い
う
大
き
な
節

目
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
夏
祭
り
の
大

輪
の
花
火
が
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て

い
ま
す
。
創
立
百
三
十
年
の
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
中
市
小
学
校
の
子
供
た
ち
の

活
躍
ぶ
り
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

転入・転出の校長先生

工

藤

隆

継
　
先
生

　
根
井
小（
三
沢
市
）か
ら
南
小
へ

金

濱

金

光

　
先
生

　
種
差
少
年
自
然
の
家
か
ら
中
市
小
へ

江

戸

　

清
　
先
生

　
南
小
か
ら
根
岸
小（
八
戸
市
）へ

松

山

龍

彦
　
先
生

　
中
市
小
か
ら
多
賀
小
（
八
戸
市
）へ
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五戸町子育てメイト夏の親子クラブ

掲示
板

掲示
板

掲示
板 《みんなの健康づくりと介護予防》その ㈪  　福祉課

◆家族介護慰労事業・介護用品の給付について

　※６月１日から随時受付しますので、該当すると思われる方は申請してください。（申請書などは役場福祉課にあります。）

自分自身の権利を守るために、覚えておきましょう！

「成年後見人制度」　判断能力が不十分なために財産侵害を受けたり、人間としての尊厳が損なわ
れないように法律面や生活面で支援する仕組みで、家庭裁判所に申し立てるものです。すでに判断能

力が衰えた後に申し立てる「法定後見人制度」と将来に備えて自分の望みどおりに後見人などを決め

ておく「任意後見制度」があります。町は制度利用を促進しています。

区 　 分 家 族 介 護 慰 労 事 業 介 護 用 品 の 給 付

内　容

対　象

手続きに
必要なもの

　介護保険のサービスを利用せずに、在宅で
介護している家族などにその慰労として金品
を贈呈します。（年額１０万円）

　在宅で介護している家族の経済的負担を軽
減するために、紙おむつ・尿とりパットなど
の購入用の引換券を、年額７５，０００円を限度に
発行します。（７月～翌年６月）

町内に住所を有し居住している方で、介護保
険で要介護度が４または５に相当する高齢者
などを過去１年間介護保険サービス（１週間
程度のショートステイの利用を除く）を利用
せずに在宅で介護してきた家族であって、町
民税非課税世帯

・申請書　・印鑑　・介護者名義の通帳
・世帯全員の課税状況が確認できる証明書�

・申請書 ・印鑑 ・介護保険被保険者証
・世帯全員の課税状況が確認できる証明書�

町内に住所を有し居住している方で、介護保
険で要介護度が４または５に該当し、町民税
非課税世帯で、介護用品を必要とする高齢者
などを現に介護している方

役場福祉課（基幹型在宅介護支援センター）2６２－２１１１　内線２５４

子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか？

◎期　日　平成１８年７月７日（金）10時～12時
◎場　所　町立公民館　小ホール
◎対　象　０歳～就学前の子どもと保護者

（祖父母の方も大歓迎）
◎参加費　１人１００円（おやつ代）
◎申し込み　６月２９日（木）までに各地区の子育て

メイト、または役場福祉課まで
2６２－２１１１　内線２５３

七夕まつり会七夕まつり会七夕まつり会

前回の「七夕まつり会」
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〈
川
柳
〉

地
名
呼
ぶ
五
戸
広
報
慣
れ
が
見
え

去
り
し
日
の
苦
る
し
き
事
も
な
つ
か
し
く

大
風
も
な
ん
の
こ
れ
し
き
鯉
の
ぼ
り

子
夫
婦
は
私
の
杖
で
す
野
良
仕
事

〈
俳
句
〉

ひ
ら
ひ
ら
と
春
風
そ
よ
ぐ
桜
道

〈
短
歌
〉

五
月
晴
れ
老
ク（
老
人
ク
ラ
ブ
）の
集
い
足
早
に

笑
み
を
交
は
し
て
話
弾
み
ぬ　

原
油
高
早
乙
姿
も
遠
の
い
て

機
械
と
も
ど
も
栄
養
不
足

春
本
番
横
浜
か
ら
の
孫
達
は

さ
く
ら
満
開
に
小
跳
り
し
て

電
話
し
合
い
二
十
三
年
過
ぎ
た
会
社
で
の

思
い
出
を
社
友
と
今
も
語
り
ぬ　

と
し
お
い
て
よ
わ
気
に
し
ず
む
わ
が
こ
こ
ろ

妻
子
う
か
べ
て
げ
ん
気
を
も
ら
う

早
朝
や
か
ご
の
う
ぐ
い
す
親
心

聞
か
せ
た
り
し
と
ホ
ホ
ー
ホ
ケ
ッ
チ
ョ

い
ぬ
ふ
ぐ
り
踏
場
な
き
ほ
ど
咲
き
あ
ふ
れ

藍
の
小
花
は
宝
石
に
見
ゆ

幾
難
の
山
谷
超
え
て
こ
の
世
ま
で

生
き
長
ら
い
し
今
の
幸
せ

　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

小
　
手
　
毬
　
　
　
　
　
　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上
市
川

中
　
区

さ
つ
き

と

も

ひばり野公園を主会場に各
種スポーツ大会が開催され
ました。

ひばり野公園を主会場に各
種スポーツ大会が開催され
ました。
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●４月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期　【　】＝３月期・前月

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

14,202
（14,291）
【14,579】

12,966
（12,777）
【13,114】

14,598
（14,623）
【14,652】

14,466
（14,341）
【14,624】

14,685
（14,636）
【14,744】

14,210
（14,269）
【14,342】

11,033
（11,004）
【11,089】

14,526
（14,958）
【14,943】

14,310
（14,292）
【14,364】

14,528
（14,956）
【14,983】

14,691
（14,890）
【14,882】

14,570
（14,950）
【14,950】

11,829
（11,920）
【12,026】

14,509
（14,649）
【14,552】

14,746
（14,774）
【14,773】

14,422
（14,404）
【14,609】

14,188
（14,188）
【14,237】

14,570
（14,950）
【14,950】

10,282
（10,618）
【11,346】

14,627
（14,554）
【15,367】

皮膚科 計

患者数

　　　　診療科
区分

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
６
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

109

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

医
　
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

副
院
長

新
井
田
修
久

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

林
　
　
啓
一

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

白
崎
　
理
喜

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

南
場
　
淳
司

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　木
曜
日

診
　
療
　
科

職
　
名

医
師
名

備
　
　
　
考

消防車が救急活動を支援します消防車が救急活動を支援します消防車が救急活動を支援します消防車が救急活動を支援します
　平成１８年５月１５日から五戸消防署では、大切な命を救うため、消防車による救急活動の
支援を実施しています。 
　例えば・・・ 

消防車は、救急活動でもサイレンを鳴らして走行することがあります。
サイレン音の問い合わせは 火災情報案内２２－２１１１をご利用ください。

問い合わせ先　八戸広域消防本部　指令救急課　℡４４－２１３５
　　　　　　　五戸消防署　　　　　　　　　　℡６２－３１４０

救急車が交通事故のけが人を搬送し
ているとき、別の場所で心臓や呼吸
が止まるなどの緊急事故が発生し、
救急車の到着まで時間がかかる 

最寄りの消防署か
ら消防車が駆けつ
け、いち早く応急
処置

救急隊によって適
切な処置を行いな
がら病院へ搬送 
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児童手当

児童扶養手当

制 度 が 拡 大 さ れ ま し た

児童手当・児童扶養手当について

現 況 届 を 忘 れ ず に

　児童手当が「小学校３年生まで」から「小学校修了前まで」に拡大になり、所得制限も緩和されました。新た

に児童手当を受けられる児童の保護者の方は、役場福祉課で認定請求をしてください。

●対象者

　 小学校修了前の児童（12歳到達後の最初の３月31日までの間にある児童）を養育していて、所得が一定以下の方

●手続き 

●必要書類等 

○印鑑　○保険証（厚生年金の方）　○所得証明書（平成18年１月１日に五戸町に住所がなかった方） 

　児童手当を受けている方は、毎年６月中に「児童手当現況届」を提出しなければなりません。この届は、毎年

６月１日における状況を記載し、児童手当を引き続き受ける要件を満たしているかを確認するためのものです。

この届の提出がないと、６月以降の手当の支払いが差し止められることがありますのでご注意ください。

●必要書類等

○保険証（厚生年金の方） 　○所得証明書（平成18年１月１日に五戸町に住所がなかった方）

※その他、必要に応じて提出する書類があります。 

　次のいずれかに該当する18歳未満の児童を監護している母、または養育者に児童扶養手当を支給します。

●支給要件（該当してから５年以内）

○父母が婚姻を解消した児童　　　　○母が婚姻しないで生まれた児童

○父が死亡または生死不明の児童　　○父が重度の障がいの状態にある児童

○父が１年以上拘禁、または父から１年以上遺棄されている児童

※ただし、児童が施設に入所している、一定の所得を越える、父母の死亡を事由とする公的年金を受給しているなどの場合に
は支給されません。

特別児童扶養手当

問い合わせ先　役場福祉課　℡６２－２１１１ 内線２５２

　精神または身体に障がいを有する児童（20歳未満）を監護および養育している方で、次のいずれかに該当する

場合に特別児童扶養手当を支給します。

●支給要件

○障がい児の父または母が、その障がい児を監護している

○父母がないか、父母が監護しない場合で、障がい児の父母以外の方が養育している

※ただし、児童が施設に入所している、障がいを事由とする公的年金を受けているなどの場合には支給されません。

今年小学校４年生の児童がいる保護者

今年小学校５・６年生の児童がいる保護者

これまで所得制限により受給していない方

特に手続きは要りません。

これまで受給していなければ認定請求、受給していれば
額改定認定請求です。

所得制限の引き上げにより受給できる場合があります。
その場合、認定請求が必要となります。

受付



o

警

察

官

募

集

国
家
公
務
員
募
集

「
女
性
・
子
ど
も
の
た
め
の
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

●
募
集
種
目

　
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
（
税
務
）

●
受
験
資
格

　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

●
受
付
期
間

　
平
成
18
年
６
月
20
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
27
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
３
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
仙
台
国
税
局
　
人
事
第
二
課

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
６
３ 
│ 

１
１
１
１

http://w
w

w
.sendai.nta.go.jp

・
八
戸
税
務
署

　
℡
43 

│ 

０
１
４
１

●
警
察
官
Ａ

○
受
験
資
格

　
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
者
（
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
）

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
５
月
29
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
23
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
７
月
９
日
（
日
）

●
警
察
官
Ｂ

○
受
験
資
格

　
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
（
警

察
官
Ａ
の
受
験
資
格
を
有
す
る

者
を
除
く
）

○
受
付
期
間

　
平
成
18
年
８
月
７
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
１
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
18
年
９
月
24
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
２
級
ボ

イ
ラ
ー
技
師
の
特
別
出
張
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
日

　
平
成
18
年
７
月
26
日
（
水
）

●
試
験
会
場

　
八
戸
市

●
受
付
期
間

　
平
成
18
年
６
月
５
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
９
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３ 

│ 

23  

│ 

３
１
８
１

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
暴
力
・

セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー
・
育
児

や
い
じ
め
な
ど
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
不
安
や
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
、
女
性
・
子
ど
も
の
た
め
の
人

権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
日
　
時

　
平
成
18
年
６
月
６
日
（
火
）

　
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

●
場
　
所

　
町
立
公
民
館

●
相
談
員

　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
１
１

－大空に夢をはこぶ町－

　教育委員会では、町民の皆さんの生きがいや潤いのある生活
を目指し、町民大学講座を開催しています。今年度は６月28日
に合同開講式を実施しますので、お申し込みください。

対　　象　町内居住の成人
募集期間　平成18年６月12日（月）～６月23日（金）
受 講 料　無料（ただし、教材購入費、見学料などが必要な場合は自己負担となります。）
募集方法　電話またはFAX（様式任意）でお申し込みください。
申し込み先　教育委員会社会教育課　TEL 62－7965　FAX 77－2115

「平成18年度町民大学講座」受講生募集「平成18年度町民大学講座」受講生募集

合同開講式・記念講演
日時　平成18年６月28日（水）13:30～15:00（受付13:00～）
場所　町立公民館　１階　小ホール
講師　船田　勝美　氏（八戸市立小中野公民館長）

（備考）次回以降の講座内容については、開講式の時にお知らせします。

送迎バスを用意しますのでご利用ください。
◇上市川中央バス停　12：30発　◇上荷軽井バス停　12：20発

◇豊間内コミセン　12：50発　◇倉石コミセン　12：45発
バス利用の有無は申し込みの際にお申し出ください。

（川内支所、切谷内下バス停経由） （浅田支所経由）

２

級

ボ

イ

ラ

ー

技

師

（
高
校
生
）
出
張
特
別
試
験

URL

講座内容　第１回
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青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

知
的
障
が
い
者
相
談
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
完
全
移
行
の
お
知
ら
せ

●
相
談
員
氏
名

　
大
西
　
一
男
　
氏

　
細
田
　
　
豊
　
氏

●
業
務
内
容

・
知
的
障
が
い
者
の
家
庭
に
お
け

る
養
育
・
生
活
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
・

助
言
を
行
う
こ
と
（
福
祉
事
務

所
・
障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー
・

児
童
相
談
所
が
行
う
専
門
的
な

相
談
指
導
を
除
く
）

・
知
的
障
が
い
者
の
施
設
入
所
・

就
労
・
就
職
な
ど
に
関
し
、
各

関
係
機
関
に
連
絡
す
る
こ
と

・
知
的
障
が
い
者
に
対
す
る
援
護

思
想
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

知
的
障
が
い
者
相
談
員
に
ご
用

の
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
３

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、

平
成
18
年
末
ま
で
に
は
す
べ
て
の

都
道
府
県
庁
所
在
地
で
開
始
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行

の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に

伴
い
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
。

　
視
聴
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

０
７ 

│ 

０
１
０
１

●
対
象
者

・
町
か
ら
再
認
定
の
通
知
を
受
け

た
方

・
補
装
具
な
ど
の
修
理
と
交
付
、

再
交
付
を
必
要
と
す
る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
障
が
い

程
度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
方

・
生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
な
ど

の
相
談
を
希
望
す
る
方

●
日
　
程

・
肢
体
不
自
由
の
方

　
平
成
18
年
７
月
13
日
（
木
）

　
八
戸
市
福
祉
体
育
館

・
聴
覚
障
が
い
の
方

　
平
成
18
年
７
月
18
日
（
火
）

　
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

●
時
　
間�

・
受
付
　
午
前
８
時
45
分
〜
11
時

・
診
察
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
持
っ
て

い
る
方
）

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
福
祉
班

℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
３

　●
対
　
象

　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

●
期
　
間

　
平
成
18
年
８
月
２
日（
水
）か
ら

　
８
月
６
日（
日
）ま
で
４
泊
５
日

●
場
　
所

　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
キ
ャ
ン
プ
場

●
料
　
金

　
出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
７
月
７
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
℡
０
３ 

│ 

３
３
５
９ 

│ 

８
４
２
１

　http://w
w

w
.kskk.or.jp

ろ
う
き
ん
１
億
円
基
金

助
成
団
体
募
集

　
東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本
部
で

は
、
文
化
・
教
育
・
福
祉
・
環
境

保
護
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
地
域
づ
く
り
活
動
を

し
て
い
る
県
内
の
団
体
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

●
助
成
金
額

　
１
団
体
に
つ
き
20
万
円

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
６
月
30
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
労
働
金
庫
青
森
県
本
部

℡
０
１
７ 

│ 

７
３
５ 

│ 

４
４
１
１

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は

電
波
利
用
保
護
旬
間
で
す
。

　
目
に
見
え
な
く
て
も
、
不
法
電

波
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
の

迷
惑
で
す
。
電
波
は
み
ん
な
の
財

産
で
す
。「
不
法
無
線
局
」を
な
く

し
、
正
し
く
電
波
を
使
い
ま
し
ょ

う
。

　
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て

は
、
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

０
６
４
１

　http://w
w

w
.ttb.go.jp

URL

URL

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
自
動
車
税
は
６
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た

は
郵
便
局
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
税
通
知
書
に
は
、
車
検
の
際

に
必
要
な
納
税
証
明
書
が
同
封
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
税
を
納
付

し
て
領
収
の
ス
タ
ン
プ
を
受
け
ま

す
と
、
納
税
証
明
書
と
し
て
ご
利

用
で
き
ま
す
。
車
検
証
と
一
緒
に

保
管
し
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
次
の
と
お
り
窓
口
時
間

を
延
長
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
休
日
開
庁

　
平
成
18
年
６
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
６
月
25
日
（
日
）

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

●
時
間
延
長
（
午
後
８
時
ま
で
）

　
平
成
18
年
６
月
26
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
30
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

℡
27 

│ 

５
１
１
１
（
代
表
）

県 税だより
自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
の
お
願
い

18
年
度
身
体
障
が
い
者

巡

回

診

査

お

よ

び

更
生
相
談
に
つ
い
て
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6月の
行事予定
6月の
行事予定

6月の
相 　 談
6月の
相 　 談

6月の
献 　 血
6月の
献 　 血

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62―2111 五戸町役場

■６日（火）米国空軍太平洋音楽隊ロックコンサート
　１８：３０開演　町立公民館

■２２日（木）北部航空音楽隊演奏会
　１８：３０開演　町立公民館

■２８日（水）町民大学講座合同開講式
　１３：３０～　町立公民館

■３０日（金）まちづくり講演会
　１８：１５～　町立公民館

健康なあなたと
私にできること

■７日（水）成分献血

予 約 制 と な っ て い ま す の で 、 希 望
する方は１日（ 木 ）までに役場保健
衛生課へ

　 ℡６２－７９５８

相談は無料です

■３日（土）法務局なんでも相談所
　１０：００～１６：００　青森地方法務局 八戸支局

■６日（火）女性・子どものための人権特設相談
　１４：００～１７：００　町立公民館

■１３日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石コミュニティセンター
　１３：３０～１６：００　社会福祉センター

■２７日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整　℡０１７－７３４－９２３５

　９月３日開催される第１４回青森県民駅伝競走大会の選手を
募集します。

選考会日程

流れる汗、熱く燃える五戸を応援します

平成18年７月15日（土）

弘前市　岩木山（1,625ｍ）

五戸町に在住または勤務し、体力・

健康に自信がある高校生以上の方

50人（＊定員になり次第締め切り）

2,000円

平成18年６月13日（火）～15日（木）

受付時間は13日（初日）→12：00～16：00

14日・15日→　9：00～16：00

町立公民館、川内支所、浅田支所、社会教育課（倉石分庁舎内）

のいずれかに、参加費用を添えてお申し込みください。

＊申し込みは原則的に参加希望者本人が行ってください。
　ただし、①申し込み者本人が、配偶者または子の分を申し込む場合は可
　　　　　②友達同士などの申し込みは本人以外に１名まで可
＊申し込み後の取り消しにおける参加費用の返却は原則的に行いませんが、
　代理参加は差しつかえありません。

　まちづくりＧ－ＦｉｖｅＤｏｏｒでは、下記の要項で講演会を企画しま
した。テーマは硬く感じますが、身近な問題をわかりやすく、楽
しくひもといてくれます。 
　話を聞いた後は「脳」が活性化し「目からうろこ」が落ちます。
たくさんの皆様の参加をお待ちしています。 

○日　　時　平成18年６月30日（金）　18：15～20：00
○場　　所　町立公民館　小ホール
○講　　師　木村　良一　氏（青森中央学院大学大学院教授）
○参 加 費　無料（事前申し込みは不要です）
○問い合わせ先　教育委員会社会教育課　℡62－2111　内線524　藤田

開 催 日

登山場所

募集対象

募集人員

参加費用

申し込み
期　　間

申し込み
方　　法

問い合わせ先　教育委員会社会教育課　ＴＥＬ６２－２１１１　内線５２５

主　催　まちづくりＧ－ＦｉｖｅＤｏｏｒ　　後　援　五戸町教育委員会

第38回五戸町民登山参加者募集

期間前の受付
は一切いたし
ません。

まちづくり講演会のお知らせ

テーマ『いま政治がおもしろい』

町民のための
町民による企画の
講演会です！

問い合わせ先　教育委員会社会教育課　℡62－2111　内線525

１

月　日

６月４日（日） 高校生・一般

中 ・ 高 校 生

中・高・一般

中・高・一般７月１日（土）

６月10日（土）

６月25日（日）

対　象 ・受付時間

　８：３０～９：００

・受付場所

　ひばり野公園

　陸上競技場

２

３

４

「ごのへ夏まつり」の開催日が

に決まりました

ごのへ夏まつり実行委員会事務局

（五戸町観光協会内　℡６２－７１５５）

７月29日（土）・30日（日）
花火大会…２９日
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■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
五
戸
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
高

橋
與
志
夫
会
長
）
か
ら
五
戸

春
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
益
金

３
万
円

６ 月 の 納 期 

納
期
限
６
月
30
日

 

町
県
民
税
　
第
１
期

あ
た
た
か
い
善
意

あ
た
た
か
い
善
意

№136

「
村
ま
つ
り
　
今
と
昔
④
倉
石
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０，１２０人　（－25）

　女　１０，８４４人　（－23）

総人口２０，９６４人　（－48）

世帯数１６，９０８世帯（＋１）

平成18年５月１日現在

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

高良神社の大祭行列

舘町の鶏舞

　
集
落
の
中
心
部
に
あ
る
高
良
神

社
大
祭
は
、
八
月
十
九
と
二
十
日

に
行
わ
れ
る
。
主
神
は
武
内
宿
彌
、

地
主
神
は
毘
沙
門
天
を
祭
っ
て
ざ

っ
と
四
百
年
に
な
る
。

　
お
祭
り
は
村
を
挙
げ
て
の
行
事

で
、
集
落
の
入
口
に
あ
る
子
安
神

社
か
ら
消
防
分
団
長
の
先
導
に
よ

っ
て
出
発
。
小
学
生
の
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
、
露
払
い
、
先
太
鼓
と

続
く
。
裃
を
着
用
し
た
神
社
総
代

長
、
そ
の
後
に
若
者
五
人
が

五
色
の
旗
を
風
に
な
び
か
せ

な
が
ら
、
国
道
四
五
四
号
を

静
か
に
歩
く
。
神
木
の
さ
か

き
（
代
用
赤
松
）、
神
社
の

社
旗
二
本
、
そ
し
て
自
治
会

長
が
前
衛
を
務
め
る
。
入
学

前
の
男
女
十
人
ず
つ
の
お
稚

児
さ
ん
。
沿
道
に
は
、
わ
が

娘
や
孫
の
晴
れ
姿
を
ひ
と
目

見
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
手
に
す

る
家
族
。
金
幣
、
幣
帛
（
神

へ
の
捧
げ
物
）
を
守
る
護
衛

が
左
右
に
つ
く
。
賽
銭
箱
、
お
神

輿
、
そ
の
後
に
神
官
、
流
し
踊
り
、

大
道
芸
人
が
続
く
。
行
列
は
農
協

倉
石
支
店
前
で
折
り
返
し
、
高
良

神
社
に
帰
る
。

　
こ
の
行
列
は
三
年
に
一
回
、
支

村
巡
り
を
す
る
。
一
ノ
坪
、
横
倉
、

大
久
保
な
ど
四
キ
ロ
以
上
離
れ
た

山
奥
の
集
落
や
小
渡
、
向
平
、
松

山
な
ど
を
数
時
間
か
け
て
回
る
。

昭
和
三
十
年
代
に
は
、
生
き
人
形

付
き
の
山

車
一
台
が

運
行
さ
れ

た
こ
と
も

三
回
ほ
ど

あ
る
と
か
。

　
期
間
の

初
日
は
、

子
ど
も
と

一
般
の
倉

石
音
頭
を
は
じ
め
、
懸
賞
盆
踊
り

が
披
露
さ
れ
る
。
兄
弟
や
知
人
友

人
た
ち
も
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
、

数
年
振
り
の
顔
合
わ
せ
。
近
況
報

告
に
花
を
咲
か
せ
る
。

　
二
日
目
は
、
子
供
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

共
催
の
学
童
相
撲
大
会
、
夜
は
愛

好
会
の
舞
踊
な
ど
で
賑
わ
う
。
戦

前
は
い
ろ
い
ろ
な
出
店
も
出
た
が

今
は
二
、
三
軒
だ
け
。
ま
た
、
相

撲
の
盛
ん
な
地
域
で
戸
来
、
五
戸
、

十
和
田
、
相
坂
、
名
川
、
豊
崎
な

ど
か
ら
も
若
者
が
集
ま
っ
て
、
放

楽
相
撲
で
大
賑
わ
い
の
時
も
あ
っ

た
。
車
社
会
や
テ
レ
ビ
の
影
響
、

時
代
の
流
れ
と
共
に
昔
の
風
習
は

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
神
社
は
享
禄
三
年
、
小
笠

原
氏
が
中
市
を
知
行
し
た
こ
ろ
の

守
護
神
で
、
そ
れ
以
前
は
不
明
。

明
治
二
年
、
社
号
を
天
神
社
、

翌
三
年
高
羅
明
神
と
し
た
。
大

正
五
年
に
本
殿
を
新
築
、
高
良

神
社
と
改
め
、
今
に
至
る
。
戦

前
ま
で
石
沢
、
中
市
二
か
村
の

村
社
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
又
重
の
新
山
神
社
の

創
建
に
つ
い
て
は
、
慶
長
年
間

の
火
災
で
資
料
焼
失
の
た
め
明

ら
か
で
は
な
い
。
木
村
文
書
や

棟
札
に
よ
る
と
「
元
禄
四
年
」

と
あ
る
の
で
、
江
戸
時
代
前
期
に

創
建
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
本
殿
入
口
の
「
の
ぼ
り
竜
」
は
、

地
方
の
名
工
本
田
藤
太
郎
の
息
子

万
太
郎
の
彫
刻
に
よ
る
も
の
。
藤

太
郎
は
、
浅
水
の
宝
福
寺
（
県
重

宝
）
を
建
築
し
た
宮
大
工
で
、
植

物
の
絵
百
四
十
四
枚
と
大
型
の
龍

を
彫
刻
し
た
絵
師
で
も
あ
る
。

　
戦
前
戦
後
を
通
し
て
例
祭
は
賑

や
か
で
、
境
内
に
は
集
落
ご
と
の

休
み
場
所
が
設
け
ら
れ
、
八
月
の

村
祭
り
に
は
盆
踊
り
や
相
撲
大
会
、

芸
能
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
老

若
男
女
で
賑
わ
い
、
各
集
落
や
家

族
の
親
睦
と
団
結
が
図
ら
れ
て
い

る
。
祭
り
で
は
舘
町
の
神
楽
舞
と

鶏
舞
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一

か
ぐ
ら

き
ん
ぺ
い

み

こ
し

へ
い
は
く

た
け
う
ち
の
す
く
ね

か
み
し
も


